
開催日時
2023年1月26日（木）
13:30～16:35（予定）

参加費 ｜無料

参加方法 ｜オンライン参加

【プログラム】

13:30 開会あいさつ（農林水産省、ホスト地域：愛知県南知多町）

13:40 最近の情勢報告及び施策紹介

14:20～ 「今後のインバウンド戦略とSAVORJAPANへの期待」

15:20 株式会社ランドリーム 代表取締役 原田 静織 氏

15:25～ 「JNTOが実施するデジタルを活用した情報発信」

16:10 日本政府観光局（JNTO）企画総室デジタルマーケティングセンター

センター長 本蔵 愛里 氏

16:10～ SAVOR JAPAN認定地域の事例発表

16:35 ① 一関市・平泉町（岩手県）

株式会社イーハトーブ東北 代表取締役 松本 数馬 氏

② 国東半島地域（大分県）

一般社団法人豊の国千年ロマン観光圏 事務局次長 神元 詠子 氏

※ プログラムは予告なく変更となる場合があります。

申込方法｜下記フォームからお申込みください

申込締切｜ 2023年1月23日(月)

● SAVORJAPANとは

“SAVOR”とは英語で「味わう、楽しむ」という意味です。
海外における日本食・食文化に対する関心は近年高まっており、「本場の日本食」を体験
したいという外国人ニーズも高まっています。
農林水産省は、地域の食・食文化の魅力で訪日外国人の誘致に積極的に取組む地域
を「農泊 食文化海外発信地域」として認定し、「SAVOR JAPAN」という統一ブランドで、
その魅力を海外に一体的に発信しています。

● 開催趣旨
地域の食・食文化の魅力でインバウンドの回復を図っていくため、有識者からのアドバ
イスを得ながら意見交換や事例の共有を行うとともに、SAVOR JAPAN認定地域間
の連携を深め、地域へのインバウンド誘客の促進を図っていきます。

● セミナー等の公開について
全国大会のプログラムのうち、有識者からの講演や認定地域における取り組み事例
の発表等について、インバウンド誘客に取り組む地域の方々の参考としていただくため、
オンラインにて公開いたします。

原田 静織氏

令和４年度SAVORJAPAN全国大会オンラインセミナーのご案内

～地域の食・食文化を活用したインバウンド戦略～

https://us02web.zoom.us/webinar/register/

WN_J1aykUguSvK4VRDbgpn5sw

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_J1aykUguSvK4VRDbgpn5sw


中国上海生まれ。
上海外国語大学にて日本語を専攻、1996年来日。

2001年3月
青山学院大学卒業後、IT企業を中心にビジネスデベロップメント＆マーケティングのポジションを歴
任。大手ソフトウェアのマーケティング・ディヴィジョンのトップとしてマーケットシェア１位を獲得し、それ
以降、No.1のポジションを継続する。

2013年9月
トリップアドバイザー株式会社 代表取締役 就任

2015年7月
インバウンドビジネスコンサルタントとして独立、株式会社ランドリームを設立

2020年7月
TOUCH GROUP株式会社を設立
〈兼務職〉

TOUCH GROUP株式会社 代表取締役
株式会社ビジョン 取締役
三重県観光検討委員会 委員
交通政策審議会観光分科会 臨時委員
農林水産省農泊 食文化海外発信地域（SAVOR JAPAN）有識者会議 委員

〔 地域概要 〕
① 一関市・平泉町（岩手県） ② 国東半島地域（大分県）

日本のもち食文化と黄金の國の
原風景
今から約400年前の藩政時代に、当時の伊
達藩が平安息災を祈って 毎月もちを神仏に
供える習わしを推奨したことに由来する「もち食
文化」。 その後、「ハレの食」として、冠婚葬祭
をはじめ、正月など、 人生の節目や季節の節
目等にもちをついて食べる習わしが今なお息づ
いています。 一関・平泉は、伝統的なもち食
儀礼が体験できる日本でも希少な場所です。

千年の記憶がひもとく 知られざる日本
～千年ロマン時空の旅～
九州の北東部に位置する国東(くにさき)半島地域。
宇佐神宮を中心に栄えた六郷満山(ろくごうまんざん)
文化、世界農業遺産に認定された循環型農業、日
本を代表する別府温泉など、歴史・自然・文化が色
濃く残り、今に受け継がれています。
古くから穀物栽培が盛んな当地域では、粉食文化が
暮らしに根付いており、「だんご汁」はその代表格です。

〔 講師プロフィール 〕

株式会社ランドリーム

代表取締役 原田 静織 氏


